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《セミナー》 

 

エムエステクノシステムズ セミナー 

〜 タンパク質検出における近赤外蛍光観察のメリット 〜 

 

科学分析支援センター 畠山 晋 

 

開催日：平成 25 年 7 月 24 日（水）14:40〜16:10 

ご協力：株式会社エムエステクノシステムズ 

出席：12 名 

株式会社エムエステクノシステムズのご好意によって開催され，講師の栗原吾郎氏（同社）により，

米国 Li-COR 社の Odyssey シリーズを用いた近赤外蛍光観察について紹介された．ウェスタンブロ

ッティングなどにおけるタンパク質の検出には，古くは酵素付加抗体を用いた化学発光や発色が用

いられ，さらに近年までは可視光領域の蛍光による観察が主流であった．今回紹介された近赤外蛍

光技術は，次のようなメリットがある．１）自家蛍光が低いためバックグラウンドが抑えられた画像と，

高い感度が期待出来ること，２）蛍光強度がターゲットのタンパク質量に正確に比例するために，化

学蛍光では難しかった定量解析の精度が高いこと，３）メンブレンが保存可能で，退色もなくいつま

でも何回も撮影出来ることなどである．特に３）

については，従来は検出プローブを一旦剥が

す作業があり，再度検出するために煩雑な作

業をもう一度行わなければならないことを考慮

すると，大きなメリットである．さらに，近赤外蛍

光検出機を組み合わせることで，２色同時検

出ができるため，タンパク質検出の実験の幅と

精度が増大する． 

この近赤外蛍光プローブを用いた検出は，

タンパク質にとどまらず，核酸をプローブにし

てターゲットの DNA を検出することも可能であ

る．さらに，Odyssey シリーズでは，DNA のス

ラブゲル電気泳動を行った直後に，ゲル板か

らゲルを取り出すこと無くバンドを検出可能で

ある．ゲルシフトアッセイなどにおいて，このこ

とは強みである． 

Odyssey シリーズは，各方面で導入が進ん

でいるために，タンパク質検出のための既製

プローブのラインナップ，新規蛍光色素の開

発など，今後の主流となることが予想される． 

 


